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08年度の活動
� 柏崎刈羽原発の耐震安全性

� 安全余裕の切り詰めを問題提起

� 7号機再循環ポンプケーシングの耐震安全問題の提起
� 佐渡海盆外延断層の有無（ＫＫ科学者・技術者の会）

� 伊方1号機や福島第一4号機のＵＣＣ問題
� 大飯3号機のひび割れ問題
などを検討
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構造ＷＧ第27回資料 ＪＮＥＳ作成



東電の説明の変遷
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新潟県技術検討委員会設備健全性小委員会第17回資料 東電作成



大飯原発3号機の傷問題
� 電気出力118万キロワット、1991年6月運転開始
� 第13回定期検査中に原子炉容器冷却水出口管台
Ａループで亀裂（応力腐食割れ）発見（08年4月17日発表）

� 表面の亀裂の長さは3ｍｍだったが、削り始めたら
長さが13ｍｍ、深さは20.3ｍｍに達していた。

� 削り量は軸方向11ｃｍ、周方向13ｃｍ、深さ2.1ｃｍ
� 板厚が認可の70ｍｍを下回った⇒変更申請
� 08年10月31日に原子炉起動
� 交換できない個所！ 安全は確保されるのか？
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成果の公表

� 『国内沸騰水型原発圧力容器鋼材における
照射脆化問題』（金属学会誌投稿）

� 『まるで原発などないかのように』（現代書館）
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09年度の活動計画
� 柏崎刈羽原発関連

� 再循環ポンプケーシング問題（引き続き）

� 応力腐食割れと地震による揺れの関係

� 高経年化技術報告書は敦賀1号機について
検討

� 耐震安全性の問題を含めて（若狭地域の活断
層の扱いが変わってきた）
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09年4月23日 新潟県技術検討小委員会


